
　

自
民
・
公
明
党
は
教
育
基
本
法
の
改
悪

を
強
行
し
、
戦
後
日
本
の
教
育
史
上
に
最

悪
の
汚
点
を
残
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
安
倍

首
相
は
、
憲
法
改
悪
と
消
費
税
増
税
を
企

て
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
、
対
決
軸
を
持

た
な
い
民
主
党
で
は
政
治
は
変
え
ら
れ
ま

せ
ん
。

　

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
な
ど
格
差
と
貧
困
が

広
が
る
な
か
、
定
率
減
税
の
廃
止
や
住
民

税
の
引
き
上
げ
で
、
国
民
生
活
が
よ
り
深

刻
に
な
る
こ
と
は
必
至
で
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
庶
民
増
税
を
中
止
し
、

史
上
空
前
の
利
益
を
上
げ
て
い
る
大
企
業

や
銀
行
か
ら
、
社
会
的
責
任
に
応
じ
た
法

人
税
を
徴
収
す
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。
ま

た
、
９
条
を
中
心
に
、
現
憲
法
が
国
民
生

活
の
隅
々
に
ま
で
花
開
く
政
治
の
実
現
に

奮
闘
す
る
決
意
で
す
。

庶
民
増
税
中
止
を

憲
法
９
条
を
ま
も
ろ
う

庶
民
増
税
中
止
を

憲
法
９
条
を
ま
も
ろ
う

庶
民
増
税
中
止
を

憲
法
９
条
を
ま
も
ろ
う
日 本

共産党

日本共産党市議団4年間の実績
　

６
歳
ま
で
の
医
療
費
助
成

を
議
会
で
取
り
上
げ
た
回
数

は
、
日
本
共
産
党
市
議
団
が

ト
ッ
プ
。
署
名
運
動
を
市
民

と
広
げ
、
実
施
を
迫
っ
て
き

ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
以
下
の
こ
と
も

実
現
し
ま
し
た
。

●
く
ら
し
・
福
祉
―
国
保
料

の
引
き
下
げ
条
例
を
提
案
・

減
免
制
度
の
創
設
、
生
活

保
護
費
の
銀
行
振
り
込
み
、

ヤ
ミ
金
相
談
の
窓
口
・
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
、
障

害
者
支
援
事
業
の
負
担
軽

減
、
地
域
職
業
相
談
室
の

開
設
な
ど

●
子
育
て
支
援
・
教
育
の
充

実
―
保
育
所
の
エ
ア
コ
ン

設
置
、
私
立
幼
稚
園
園
児

補
助
金
や
学
童
保
育
補
助

金
の
増
額
、
児
童
館
の
修

繕
費
増
額
、
保
健
師
や
サ

ポ
ー
ト
教
員
の
増
員
な
ど

●
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く

り
―
学
校
の
耐
震
化
、
駅

バ
リ
ア
フ
リ
ー
計
画
の
策

定
、
踏
切
の
改
良
、
防
犯

灯
・
道
路
照
明
の
設
置
な

ど
●
清
潔
な
市
政
―
職
員
不
採

用
の
疑
惑
究
明
を
求
め
る

決
議
を
提
案
し
、
採
択
さ

せ
る
。
市
議
千
五
百
万
円

受
領
問
題
で
百
条
調
査
委

員
会
の
設
置
を
要
求

●
税
金
の
ム
ダ
使
い
を
正
す
―

六
億
五
千
万
円
の
天
然
温

泉
計
画
を
見
直
し
さ
せ
る

６歳まで医療費無料化など、実現しました

　
「
働
い
て
も
暮
ら
し
が
楽
に
な
ら
な
い
」

と
い
う
叫
び
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

　

庶
民
に
は
大
増
税
・
社
会
保
障
カ
ッ

ト
を
押
し
付
け
る
一
方
、
大
企
業
に
は

更
な
る
減
税
を
す
る
と
い
う
安
倍
内
閣

は
、
国
民
の
反
発
を
呼
び
、
支
持
率
を

大
き
く
減
ら
し
て
い
ま
す
。

　

流
山
市
で
は
、
市
長
が
「
６
４
０
�

の
開
発
が
私
の
役
目
」
と
言
っ
て
、
新

線
巨
大
開
発
に
ま
い
進
。
そ
の
た
め
に
、

公
共
下
水
道
整
備
の
遅
れ
や
、
出
張
所
・

公
立
幼
稚
園
を
廃
止
す
る
な
ど
、
地
域

間
に
格
差
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
財
政

が
厳
し
い
と
徹
底
し
た
『
行
革
』
を
す

す
め
、
下
水
道
料
金
や
国
保
料
の
値
上

げ
、
学
校
給
食
の
民
間
委
託
な
ど
も
お

こ
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
「
こ
ん
な
冷
た
い
市
政
で
は
ダ
メ
だ
」

と
の
声
が
広
が
る
な
か
、
日
本
共
産
党

は
、「
新
線
沿
線
巨
大
開
発
を
見
直
し
、

税
金
の
使
い
方
を
、
暮
ら
し
、
福
祉
、

身
近
な
ま
ち
づ
く
り
優
先
に
」
と
提
案

し
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
夏
の
参
院
選
と
４
月
の
い
っ

せ
い
地
方
選
挙
の
年
で
す
。
日
本
共
産

党
は
、
今
こ
そ
暮
ら
し
を
守
る
政
治
を

実
現
す
る
た
め
に
、
み
な
さ
ん
と
力
を

合
わ
せ
て
が
ん
ば
り
ま
す
。
今
年
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

2007年
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落
札
業
者
の「
贈
収
賄
」を
指
摘

全
会
一
致
で
工
事
契
約
案
件
を
否
決
に

急
激
な
負
担
増
か
ら
高
齢
者
・
障
害
者

の
暮
ら
し
ま
も
る
市
政
を

暮
ら
し

子
ど
も
を
犠
牲
に
し
、開
発
の

た
め
に
移
転

小
山
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業

入
札
問
題

零
細
業
者
に
増
税
、進
出
企
業

に
は
奨
励
金

産
業
振
興

　
「
ど
う
す
り
ゃ
い
い
の
。
住

民
税
は
５
倍
、
国
保
・
介
護
も

こ
ん
な
に
上
が
っ
て
」
…
。
自

公
に
よ
る
増
税
、
医
療
・
介
護
・

障
害
者
福
祉
の
改
悪
で
、
急
激

な
負
担
増
が
襲
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
な
の
に
、
流
山
市
も
国

保
料
を
引
き
上
げ
、
市
民
に
は

ダ
ブ
ル
パ
ン
チ
に
。
障
害
者
支

援
で
も
市
の
負
担
を
減
ら
し
ま

し
た
。

　

日
本
共
産
党
は
、
ア
ン
ケ
ー

ト
に
寄
せ
ら
れ
た
市
民
の
声
を

届
け
、
住
民
税
減
免
制
度
の
創

設
な
ど
を
提
案
。
「
市
民
の
暮

ら
し
を
守
る
役
割
を
発
揮
せ
よ
」

と
市
長
に
迫
り
ま
し
た
。

　
「
移
転
あ
り
き
で
は
な
く
、

子
ど
も
の
立
場
に
立
っ
て
交
渉

を
」
と
迫
る
わ
が
党
の
質
問
に
、

市
長
は
「
交
渉
し
な
い
」
と
答

弁
。

　

駅
前
進
出
を
た
く
ら
む
大
手

企
業
の
も
う
け
の
た
め
に
、
子

ど
も
た
ち
に
愛
さ
れ
、
使
え
る

学
校
を
壊
し
、
移
転
さ
せ
る
と

い
う
の
で
す
。

　

子
ど
も
や
住
民
の
願
い
を
優

先
す
る
ま
ち
づ
く
り
へ
、
計
画

の
見
直
し
が
必
要
で
す
。

　

12
月
議
会
で
全
会
一
致
で
否

決
さ
れ
た
の
は
、
市
役
所
第
２

庁
舎
建
替
え
の
た
め
の
２
億
２

千
万
円
の
工
事
契
約
議
案
。
全

会
一
致
で
の
否
決
は
18
年
ぶ
り

で
す
。

　

落
札
業
者
が
９
月
に
静
岡
県

で
贈
収
賄
事
件
を
起
こ
し
、
各

地
で
指
名
停
止
を
受
け
て
い
る

事
実
の
発
覚
が
決
定
打
と
な
り

ま
し
た
。

　

落
札
業
者
の
不
祥
事
を
調
べ

あ
げ
、
委
員
会
で
追
及
し
た
の

は
日
本
共
産
党
。「
清
潔
な
党
」

と
し
て
の
真
価
を
発
揮
し
ま
し

た
。

　

市
長
は
、
地
域
経
済
の
活
性

化
を
掲
げ
な
が
ら
、
農
業
も
商

業
も
振
興
予
算
は
激
減
さ
せ
、

企
業
誘
致
の
た
め
な
ら
と
「
実

質
、
固
定
資
産
税
を
タ
ダ
に
す

る
」
と
い
う
の
で
す
。

　

わ
が
党
は
、
農
業
や
商
業
は
、

市
内
業
者
の
育
成
・
支
援
こ
そ

力
を
入
れ
る
べ
き
だ
と
提
案
し

て
い
ま
す
。

自
民
・
保
守
派
、公
明
、民
主

自
民
・
保
守
派
、公
明
、民
主

市
民
の
願
い
に
背
を
向
け
る

　

障
害
者
が
生
き
て

い
く
の
に
欠
か
せ
な

い
支
援
も
「
受
益
」

だ
と
い
う
国
に
向
け

て
、
一
割
負
担
は
や

め
て
ほ
し
い
と
訴
え

る
陳
情
や
、
学
童
保

育
の
整
備
を
求
め
る

請
願
を
、
自
民
・
保

守
派
、
公
明
党
は
否

決
。

　

小
山
小
学
校
等
の

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
疑
問

を
投
げ
か
け
る
請
願
・

陳
情
の
否
決
に
は
、

民
主
党
も
加
わ
り
ま

し
た
。

　

莫
大
な
税
金
を
つ

ぎ
込
む
新
線
沿
線
巨

大
開
発
は
、
社
民
・

市
民
連
合
も
含
め
て

オ
ー
ル
与
党
で
推
進

し
て
い
ま
す
。

 

「
破
た
ん
直
前
の
市
財
政
を
立
て
直
し
た
」
と
自
慢
す
る
市
長
に
、「
破
た
ん
直
前
は
ウ
ソ
」
と
保
守
派
議
員
も
反
発
。

　

日
本
共
産
党
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
削
り
な
が
ら
、
新
線
開
発
優
先
、
生
活
格
差
と
地
域
間
格
差
を
拡
大
す
る
市
長
の

や
り
方
を
厳
し
く
批
判
。
市
民
の
暮
ら
し
を
ま
も
る
市
政
を
と
奮
闘
し
ま
し
た
。
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無　
礙会民主党社民・

市民連合新志会公明党自民
クラブ新世会日　本

共産党

学童保育所施設に関する請願

小山小PFI事業の学校給食に関
する請願
小山小の移転とPFI事業の情報
公開を求める請願
小山小の移転及びPFI事業によ
る建設に関する陳情

障害者の福祉・医療サービスの
利用に対する「応益負担」中止
をもとめる陳情

日本共産党の日本共産党の日本共産党の
願いに応えて全力つくす

これまでも
これからも
これまでも
これからも

巨
大
開
発
の
ム
ダ
づ
か
い
許
さ
ず

暮
ら
し
・
福
祉
守
り
ま
す

巨
大
開
発
の
ム
ダ
づ
か
い
許
さ
ず

暮
ら
し
・
福
祉
守
り
ま
す
日
本
共
産
党
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安西  孝之
市議会議員

小田桐たかし
市議会議員

いぬい紳一郎
市議会議員

高野  とも
市議会議員




